
【自筆遺言（自筆証書遺言】とは？
自筆遺言（自筆証書遺言）とは、被相続人（故人）が、生前に保有している財産を誰に引き継がせ

るのかなどを明らかにした自筆の遺言書です。
「遺言書本文」については、全て自書しなければなりません。
遺言書本文には、どの財産を誰に引き継がせるのかを明確な記載を行い、作成日、住所、作成者

（氏名）を記載し、押印が必要になります。

但し、別紙目録（物件等目録）については、署名押印を除いてパソコンで作成しても良いとされて

います。

自筆遺言（自筆証書遺言）と
公正証書遺言の違いについて

自筆証書遺言の方式（全文自書の見本）

遺言書本文
（全て自書しなければならないものとする。）

別紙目録
（署名部分以外は自書でなくてもよいものとする。）



【公正証書遺言】とは？
公正証書遺言とは、公証人役場で作成される遺言書ですが、原本は公証人役場で
保管し、その控えは、法律事務所等で保管します。
記載する内容は、自筆遺言（自筆証書遺言）と異なるものではなく、その形式に違いがあります。

自筆遺言（自筆証書遺言）のメリット・デメリット

メリット
◇いつでも、費用をかけることなく
作成できる

◇書き直しができる

デメリット
◆死後、遺言書本文の内容の「法的
有効性」が争われる可能性が高い

◆遺言書を隠滅される可能性がある

◆家庭裁判所による「検認手続き」が
必要になる

公正証書遺言のメリット・デメリット

メリット
◇公証人役場において、公証人が
作成に関与するため、その「法的
有効性」が担保される

◇公正証書遺言の場合、家庭裁判
所による「検認手続き」が不要に
なる

◇簡単に書き換えることが不可能
であるため、親族による不正のリ
スクは回避できる

デメリット
◆証人を手配しなければならない
※この証人については、当事務所において
遺言書作成事件を受任した場合、弁護士と
職員が立ち会うので、原則必要ありません。

◆ご本人が公証人役場まで出向かな
ければならない

※公正証書遺言を作成するときは、原則として
公証人役場へご本人が出向かなければなり
ませんが、例外としてご本人が病気等で
外出することが困難な場合には、公証人が
自宅や病院等に出張することができます。


